
四国東南海・南海地震対策連絡調整会議
広域合同演習 実施状況

時：平成１７年１１月２１日 13:30～17:00 於：香川県県民ホール

■DIGとは

DIGを作った富士常葉大学の小村助教授
よりDIGを使った演習手法の説明

東京ドーム、福岡駅、TOYOTA等でも実
施されている手法であり、コストパ
フォーマンスに優れ、準備がほとんどい
らない。

（小村氏）

■演習想定確認

プレ演習の内容確認及び追加情報

・高知県はどうなる？等のプレ演習内容
の確認を実施
県の人口の約２／３を擁する高知市周辺
が大きなダメージを受ける。須崎、室戸
等は孤立する。

→本日の演習は高知県を主体として実施

・高速道路はどう確認できる？
現地踏査及び明るい時間帯なら、ヘリ等
による空からの概略確認による。

・NTT、docomoはどうなる？
基地局は地震動には耐えられるが、停電
になれば１日程度しかバッテリーが持た
ない。一般通信は規制がかかり、メール
の方が通信しやすい。

・JRは？
全線運行停止し、安全確認が出来ないと
運行しない。確認の為の交通手段が限ら
れることとなり、時間がかかる。土砂災
害等であれば数ヶ月復旧に必要。

富士常葉大学 小村助教授



・電力は？

基幹施設は大丈夫、家屋倒壊により電柱
が引きずられる、津波による浸水等で停
電する。復旧は１件１件対応する人海戦
術で対応するしかない。復旧は車両必要。

■演習（検討項目の抽出）

・自衛隊空撮映像の共有を

自衛隊の空撮映像（善通寺で見える情報）を
国土交通省の光ファイバーのネットワークを
使って共有を行いたい。

・ヘリポート情報の共有を
大型ヘリも離着陸可能なヘリポートの位
置、使用の可否情報の共有を図りたい。

・通行可能な道路の情報共有を

一元的な通行可能な道路の情報共有をお
願いしたい。

■ﾎﾟｽﾄｲｯﾄでの取りまとめ

１，既存の専門部会での追加で検討した
いは？

２，新たな部会等の必要事項は？

３，この場に加わって欲しい機関は？

４，連携したい機関、内容は？
の４項目について、ポストイットを用い
て、意見を聞いた。




